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Vol.25　やっぱり講演が好き！
「デスクワークと数時間の講演と、どっちが好き？」

と聞かれれば、迷うことなく後者を選ぶ。

という筆者でも、初めて 80 人ほどの受講者を前にし

て“講演”なるものを行ったときの賛辞、違った、「惨事」

は忘れない。３時間の講演は「困った！！！」の気分で

始まった。

何しろ初めての講演だったから、パワポのスライド

16 枚を１枚に印刷し、ここはだいたい何時何分ごろ、

なんて詳細な時間配分を決めて

メモって、準備万端！　と思って

いたら、あにはからんや、司会者

からのご紹介があるという大誤

算！（いや、普通あるだろー）。

ちょっと遅れての開始だった

ことに加え、「本日は、弁理士の

葦原エミ先生にご講演いただき

ます」から始まり、いえ、そんな

ことまで紹介いただかなくても、

みたいな筆者の紹介が続くと、既

に８分が経過。

この中途半端さで筆者のスラ

イド時間割りは見事に崩れる。心

はムンクの「叫び」状態。「うぉ～、

８分ずつ足すのかよぉ」。

そもそも、講演者から見て正面

の壁に時計がない。加えて、自分

の腕時計を見る心の余裕がない。

「い、今、何時何分？」と焦り

始めると、もう、残りの時間がど

のくらいあるかも分からない。

「はい、これで終わりです！」と言ったときの、「え、

もう？」と訴える司会者の視線といったら。。。

で、延々、質疑応答に入っていったのでした。まる！

これに懲りて、その後、スライド時間割りなんて馬鹿

なメモ書きはしないようになった。

筆者は努力の人である。「よし、どのくらい話

せば何分ぐらいになるかを身体で覚える

ぞ！」と決めた。

ジムの「トレッドミル」で走りながら練習してみる。

これって、効果てきめんである（やってみてね。でも、

少しさぼると時間感覚は元に戻っちゃいます）。徐々に

壇上から空気を読むような余裕も生まれ、「一方通行」

から、ちっとばかし「インタラクティブ」もできるよう

になってきた。講演は生モノだもんね。

が、誰もが筆者の話を聴きたいと思って来るわけでは

ない。「会社から行けと言われたんでね」。

いや、そりゃ分からないでもな

いが、寝ている人を見ると落ち込

む。さすがの筆者も起こしには行

けない。今度、行こうかな。

受講者の反応が分かりやすい

回もあれば、全く分からない回も

ある。３時間、本当に全く盛り上

がらず、「あぁ、誰も満足してく

れない、いまだかつてない最悪の

デキだ」と思って絶望に打ちひし

がれていたら、アンケートが異常

に良かった、ということもあった。

おーい、みんなー、楽しいとき

は楽しいオーラを出そうよぉ！

という数々の失敗や学びを経

て、今では、パワポのファイルが

壊れようと、PCがフリーズしよ

うと、日本人が相手なら３～４時

間ぐらいはしゃべっていられる

自信がある（いや、やったことは

ないんですが、ね）。

で、冒頭に戻ると、デスクワー

クと比べれば、やっぱり講演のほうが好きなんだけど、

講演するための資料作成や確認作業（デスクワーク）は、

へたすると、本番の 10 倍ぐらいの時間がかかるのであ

りました。それじゃ、私はやっぱりデスクワークのほう

が好き？

以上は、日本語でやるときのお話。外国語で

やるには別の苦労が、というお話はまた次の

機会に。。。


